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予告
＊編集の都合上，変更になることがあります

編集後記

●東日本大震災の記憶を色濃く残したまま，気がつけば本年最後の号を迎えました。今年も
1 年，ありがとうございました。震災を契機に日本のあり方がこれまで以上に問われていま
すが，本焦点は，広くアジアを中心に日本の看護の価値観や感性を導き出そうとする点で，
先駆的で示唆に富むように感じます。デザイナーの原研哉氏は，近著『日本のデザイン』で，「繊
細，丁寧，緻密，簡潔」という「知恵」や「感性」が日本の文化や成長を育んできたとし，こうし
た「感覚資源」をもとに未来を創造していくことを提言しています。本焦点で小西氏が触れて
いる日本人の美徳も，“Good Nurse”としての資質に反映し，ホスピタリティやきめの細かさ
といった日本独自の看護の創出に与って力ある感覚資源といえそうです。研究成果を世界に
示す気運の高まりを受けて，看護のなかに日本固有の感性を見いだす取組みが活発化するこ
とは重要な意味をもつと思いますし，またそれは，ふさぎがちであった 1 年に光を射し入れ
る希望でもあると感じます。その希望を，弊誌も共有していけたらと思います。来年もどう
ぞよろしくお願いいたします。	 （小長谷）

焦点│ Vol.45 No.1（2012年 1─2月）

研究者育成のための質保証における  
グローバルスタンダード
■わが国における研究者育成の質保証の現状と課題　牧本清子
■大阪大学大学院保健学専攻における研究者育成の質保証に向けた取り
組み　牧本清子

■米国における研究者育成の質保証の現状と課題─ワシントン大学を中
心に考える　近藤暁子

【ユーロ圏における研究者育成の質保証の現状と課題】
■英国の大学におけるリサーチスチューデント育成のためのサポートシ
ステム─マンチェスター大学を例にして　小松容子

■フィンランド，スウェーデンなど北欧の状況　佐々木明子
■タイにおける看護研究者育成の質保証の現状と課題　	
山本あい子，岩國亜紀子

■JCEBPの実際と意義─研究者育成の質保証の観点も含めて　伊藤美樹子
特別記事
国際看護研究の魅力─タンザニアにおけるフィールドワークと米国大学院
での経験③　新福洋子，Chrystal Patil，Kathleen Norr

連載
● 看護研究の基礎─意義ある研究のためのヒント・7  
データ収集法①─質問票の設定　	 坂下玲子
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